
(57)【要約】

【課題】後で行なわれる手術または検査における識別の

ために病巣へ非侵襲または最小侵襲のマーキング付与を

可能にする。

【解決手段】アンテナ（８）を介して信号の送信および

受信するための高周波送信器／高周波受信器（７）と、

周辺の個別画像を撮影しこの個別画像を高周波送信器（

７）を介して外部の画像処理装置に伝送するための装置

（５，６）とを備えた無線内視鏡検査装置において、制

御部（１２）が高周波送信器／高周波受信器（７）を介

して受信される制御指令を実行し、色素タンク（９）が

色素を保存し、色素タンク（９）に接続されている流出

口（１１）が制御部（１２）の制御指令に応じて組織へ

色素を与える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ン テ ナ （ ８ ） を 介 し て 信 号 を 送 信 お よ び 受 信 す る た め の 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器
（ ７ ） と 、 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影 し こ の 個 別 画 像 を 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 （ ７ ） を
介 し て 外 部 の 画 像 処 理 装 置 に 伝 送 す る た め の 装 置 （ ５ ， ６ ） と 、 高 周 波 受 信 器 ／ 高 周 波 送
信 器 （ ７ ） を 介 し て 受 信 さ れ た 制 御 指 令 を 実 行 す る た め の 制 御 部 （ １ ２ ） と 、 色 素 を 保 存
す る た め の 色 素 タ ン ク （ ９ ） と 、 制 御 部 （ １ ２ ） の 制 御 指 令 に 応 じ て 組 織 へ 色 素 を 与 え る
た め に 色 素 タ ン ク （ ９ ） に 接 続 さ れ て い る 流 出 口 （ １ １ ） と を 備 え た 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置
に お い て 、
　 色 素 タ ン ク （ ９ ） は 流 出 口 （ １ １ ） に 動 作 管 路 （ １ ０ ） を 介 し て 接 続 さ れ 、 開 閉 操 作 可
能 な 栓 （ １ ３ ） が 動 作 管 路 （ １ ０ ） に 組 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 無 線 内 視 鏡 検 査 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 色 素 タ ン ク （ ９ ） は 伸 縮 可 能 な ゴ ム 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 色 素 タ ン ク （ ９ ） は 剛 性 の タ ン ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 剛 性 の タ ン ク 内 に 弾 力 性 の 空 気 タ ン ク （ １ ５ ） が 組 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 栓 （ １ ３ ） は 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 圧 電 結 晶 （ １ ４ ） は 栓 （ １ ３ ） の 開 閉 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の １
つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 （ ７ ） お よ び ア ン テ ナ （ ８ ） を 介 し て 信 号 を 送 信 お よ び 受
信 す る ス テ ッ プ と 、 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影 し こ の 個 別 画 像 を 高 周 波 送 信 器 （ ７ ） を 介 し て
外 部 の 画 像 処 理 装 置 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 （ ７ ） を 介 し て
受 信 し た 制 御 指 令 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、 色 素 タ ン ク （ ９ ） 内 へ 色 素 を 保 存 す る ス テ ッ プ
と 、 受 信 し た 制 御 指 令 に 応 じ て 、 色 素 タ ン ク （ ９ ） に 接 続 さ れ て い る 流 出 口 （ １ １ ） を 介
し て 組 織 へ 色 素 を 与 え る ス テ ッ プ と を 有 す る 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 の 作 動 方 法 に お い て 、
　 色 素 タ ン ク （ ９ ） は 流 出 口 （ １ １ ） に 動 作 管 路 （ １ ０ ） を 介 し て 接 続 さ れ 、 開 閉 操 作 可
能 な 栓 （ １ ３ ） が 動 作 管 路 （ １ ０ ） に 組 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 無 線 内 視 鏡 検 査 装
置 の 作 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ン テ ナ を 介 し て 信 号 を 送 信 お よ び 受 信 す る た め の 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受
信 器 と 、 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影 し こ の 個 別 画 像 を 高 周 波 送 信 器 を 介 し て 外 部 の 画 像 処 理 装
置 に 伝 送 す る た め の 装 置 と 、 高 周 波 受 信 器 ／ 高 周 波 送 信 器 を 介 し て 受 信 し た 制 御 指 令 を 実
行 す る た め の 制 御 部 と 、 色 素 を 保 存 す る た め の 色 素 タ ン ク と 、 制 御 部 の 制 御 指 令 に 応 じ て
組 織 へ 色 素 を 与 え る た め に 色 素 タ ン ク に 接 続 さ れ て い る 流 出 口 と を 備 え た 無 線 内 視 鏡 検 査
装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 お よ び ア ン テ ナ を 介 し て 信 号 を 送 信 お よ
び 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影 し こ の 個 別 画 像 を 高 周 波 送 信 器 を 介 し て 外
部 の 画 像 処 理 装 置 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 高 周 波 受 信 器 を 介 し て 受 信 し た 制 御 指 令 を 実 行
す る ス テ ッ プ と 、 色 素 タ ン ク 内 へ 色 素 を 保 存 す る ス テ ッ プ と 、 受 信 し た 制 御 指 令 に 応 じ て
、 色 素 タ ン ク に 接 続 さ れ て い る 流 出 口 を 介 し て 組 織 へ 色 素 を 与 え る ス テ ッ プ と を 有 す る 無
線 内 視 鏡 検 査 装 置 の 作 動 方 法 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 部 お よ び 下 部 胃 腸 路 の 検 査 の た め に 内 視 鏡 が 使 用 さ れ 、 内 視 鏡 は 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮
影 し 、 外 部 の 画 像 処 理 装 置 に 送 信 す る 。 画 像 に 基 づ い て 、 例 え ば 腫 瘍 な ど の 病 巣 が 識 別 さ
れ 、 位 置 決 め さ れ る 。 し か し な が ら 、 後 で 行 な わ れ る 検 査 ま た は 手 術 の 際 に 再 び 見 つ け る
こ と が し ば し ば 困 難 で あ る 。 と い う の は 、 １ １ ｍ ほ ど の 長 さ の 腸 に は 到 着 目 印 が 全 く 存 在
し な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 検 査 法 を 胃 腸 路 の 範 囲 で 使 用 す る こ と の ほ か に 、 内 視 鏡 検 査 法 の 他 の 応 用 可 能 性
が 数 多 く 存 在 し 、 あ る い は 計 画 中 で あ る 。 こ れ は 一 般 に は 体 内 の 空 洞 検 査 で あ る 。 こ の 検
査 は 、 例 え ば 臍 に お け る 小 さ い 切 り 口 を 介 す る 腹 の 検 査 、 鉛 筆 ほ ど の 太 さ の 内 視 鏡 に よ る
肺 の 検 査 ま た は 血 管 の 検 査 で 有 り 得 る 。 更 に 、 厳 密 な 無 菌 状 態 に お い て 例 え ば 定 位 手 術 に
お い て 、 生 検 ま た は 最 小 侵 襲 治 療 の た め に 小 さ な 穴 を 介 し て 細 い 器 具 が 脳 の 中 へ 挿 入 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 飲 み 込 み 可 能 な カ プ セ ル の 形 の 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 が 既 に 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 内 視 鏡 に は 永 久 磁 石 が 組 込 ま れ 、 永 久 磁 石 に よ っ て 外 側 か ら 印 加 さ れ た 磁 界 に よ り
内 視 鏡 の 位 置 を 制 御 す る こ と が で き る 。 レ ン ズ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ チ ッ プ に よ っ て 、 内 視 鏡 検 査
装 置 が 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影 し 、 こ れ ら の 個 別 画 像 を 位 置 デ ー タ と 一 緒 に 外 部 の 画 像 処 理
設 備 に 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 装 置 は 、 後 で 行 な わ れ る 検 査 に お い て 同 一 の も の を 再 び 見 つ け る の
を 容 易 に す る た め に 病 巣 に マ ー キ ン グ を 与 え る こ と が で き な い 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 の 公 知 の 方 法 は 色 素 内 視 鏡 検 査 法 で あ る 。 例 え ば 食 道 検 査 で は 粘 膜 に 噴 霧 カ テ ー テ ル
に よ っ て 無 害 な 色 素 で 色 付 け し 、 明 白 な コ ン ト ラ ス ト を 与 え て 変 化 を 良 好 に 認 識 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 場 合 に は 内 視 鏡 検 査 中 に お け る 病 巣 の 識 別 の た め に 役 立 つ だ け で あ
る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 案 内 線 等 が 任 意 の 診 断 シ ス テ ム の 監 視 下 で 病 巣 へ 取 付 け ら れ る よ う な マ ー キ ン グ
付 け の た め の 侵 襲 技 術 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 胃 腸 路 の 画 像 撮 影 の た め 並 び に マ ー キ ン グ 付 け の た め ま た は 組 織 試 料 の 採 取 の た め の 飲
み 込 み 可 能 な カ プ セ ル が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 カ プ セ ル は 色 素 ま た は マ ー キ ン グ
材 料 を 含 ん で い る 伸 縮 可 能 な 容 器 と こ の 容 器 の 一 方 の 側 面 に 設 け ら れ た 伸 縮 可 能 な 膜 と を
有 し 、 こ の 膜 は 可 逆 的 に 伸 縮 可 能 か つ 再 び 収 縮 可 能 な ば ね に よ っ て 伸 縮 可 能 な 容 器 内 へ 押
し 込 め ら れ た り 、 あ る い は 引 っ 張 り 出 さ れ た り す る 。 そ れ に よ っ て 容 器 内 に あ る 色 素 が 圧
力 下 に 置 か れ る 。 膜 の 内 側 に は 色 素 タ ン ク の 中 に 達 す る 先 端 が あ る 。 ば ね の 伸 張 に よ っ て
先 端 は 伸 縮 可 能 な 容 器 の 対 向 面 を 突 き 刺 す の で 、 容 器 内 に 含 ま れ て い る 色 素 が 流 出 す る こ
と が で き る 。 こ れ に よ っ て 色 素 分 量 の １ 回 の 投 与 が 可 能 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 西 独 特 許 出 願 公 開 第 ２ ９ ２ ９ ４ ２ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ０ ０ ／ ２ ２ ９ ７ ５ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 従 来 技 術 の 欠 点 を 除 去 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 こ の 課 題 は 、 本 発 明 に よ れ ば 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 お よ び 請 求 項 ７ に 記
載 の 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 の 作 動 方 法 よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 は 、 ア ン テ ナ を 介 し て 信 号 を 送 信 お よ び 受 信 す る
た め の 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 と 、 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影 し こ の 個 別 画 像 を 高 周 波 送
信 器 を 介 し て 外 部 の 画 像 処 理 装 置 に 伝 送 す る た め の 装 置 と 、 高 周 波 受 信 器 を 介 し て 受 信 し
た 制 御 指 令 を 実 行 す る た め の 制 御 部 と 、 色 素 を 保 存 す る た め の 色 素 タ ン ク と 、 制 御 部 の 制
御 指 令 に 応 じ て 組 織 へ 色 素 を 与 え る た め に 色 素 タ ン ク に 接 続 さ れ て い る 流 出 口 と を 備 え て
い る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 色 素 タ ン ク は 流 出 口 に 動 作 管 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 開 閉 操 作 可 能
な 栓 、 特 に 複 数 回 開 閉 操 作 可 能 な 栓 が 動 作 管 路 に 組 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 の 作 動 方 法 は 、 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信
器 お よ び ア ン テ ナ を 介 し て 信 号 を 送 信 お よ び 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 周 辺 の 個 別 画 像 を 撮 影
し こ の 個 別 画 像 を 高 周 波 送 信 器 を 介 し て 外 部 の 画 像 処 理 装 置 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 高 周
波 受 信 器 を 介 し て 受 信 し た 制 御 指 令 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、 色 素 タ ン ク 内 へ 色 素 を 保 存 す
る ス テ ッ プ と 、 受 信 し た 制 御 指 令 に 応 じ て 、 色 素 タ ン ク に 接 続 さ れ て い る 流 出 口 を 介 し て
組 織 へ 色 素 を 与 え る ス テ ッ プ と を 有 す る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 そ の 作 動 方 法 は 、 色 素 タ ン ク
を 流 出 口 に 動 作 管 路 を 介 し て 接 続 す る ス テ ッ プ と 、 開 閉 操 作 可 能 な 栓 、 特 に 複 数 回 開 閉 操
作 可 能 な 栓 を 動 作 管 路 に 組 込 む ス テ ッ プ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ン テ ナ を 介 し て 受 信 さ れ た 制 御 指 令 を 受 け る 制 御 部 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡
検 査 中 、 色 素 を 与 え る た め の 制 御 指 令 を 実 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。 内 視 鏡 検 査 装 置 に 組
込 ま れ た 色 素 タ ン ク 内 に 保 存 さ れ る 色 素 の 使 用 は 、 後 で 行 な わ れ る 手 術 ま た は 検 査 （ 例 え
ば 外 科 手 術 ） に お け る 識 別 の た め に 病 巣 へ 非 侵 襲 ま た は 最 小 侵 襲 の マ ー カ 付 与 を 行 な う こ
と を 可 能 に す る 。 な ぜ な ら ば 、 １ １ ｍ ほ ど の 長 さ の 腸 に 到 着 目 印 が 全 く 存 在 し な い た め に
、 本 来 の 手 術 の 際 、 腹 壁 を 開 い た 後 に 、 前 も っ て 内 視 鏡 に よ り 位 置 決 め さ れ た 病 巣 を 再 び
見 つ け る こ と が し ば し ば 非 常 に 困 難 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 は 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 に お い て 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 の 概 略 図 、
　 図 ２ は 内 部 マ ー カ を 与 え る 装 置 の 第 １ 実 施 例 、
　 図 ３ は 内 部 マ ー カ を 与 え る 装 置 の 第 ２ 実 施 例 、
　 図 ４ は 内 部 マ ー カ を 与 え る 装 置 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 に お い て 、 ま ず 図 １ に 基 づ い て 本 発 明 に よ る 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 の 機 能 態 様 に つ い
て 説 明 す る 。 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 は 、 飲 み 込 み 可 能 な カ プ セ ル の 形 の 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置
１ で あ る 。 容 器 ２ は 胃 腸 路 内 に 発 生 す る 消 化 分 泌 液 に 対 し て 耐 性 が あ る 生 体 適 合 材 料 か ら
な る 。 容 器 ２ 内 に 長 手 軸 線 ３ に 沿 っ て 取 付 け ら れ た 永 久 磁 石 ４ が 外 部 磁 界 を 印 加 す る こ と
に よ っ て 外 側 か ら 内 視 鏡 検 査 装 置 １ の 位 置 合 わ せ を 可 能 に す る 。 消 化 路 を 通 る カ プ セ ル の
前 進 移 動 は 胃 腸 筋 肉 組 織 の 蠕 動 性 運 動 に よ っ て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 レ ン ズ ５ と そ の 背 後 に あ る Ｃ Ｃ Ｄ チ ッ プ ６ と に よ っ て 周 辺 つ ま り 胃 腸 路 内 壁 の 個 別 画 像
が 撮 影 さ れ る 。 １ 秒 当 た り ２ 画 像 の 割 合 の 場 合 、 カ プ セ ル は ８ 時 間 の 検 査 中 に 約 ５ ７ ． ０
０ ０ 画 像 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ン テ ナ ８ を 備 え た 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 ７ は 、 レ ン ズ ５ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ チ ッ プ ６
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よ っ て 撮 影 さ れ た 画 像 を 外 部 の 画 像 処 理 ユ ニ ッ ト に 送 信 す る の に 役 立 つ 。 更 に 、 高 周 波 送
信 器 ／ 高 周 波 受 信 器 ７ は 、 ア ン テ ナ ８ を 介 し て 外 部 の 指 令 ユ ニ ッ ト か ら 制 御 指 令 を 受 信 し
、 こ の 制 御 指 令 を 内 視 鏡 検 査 装 置 １ 内 に 組 込 ま れ て い る 制 御 部 １ ２ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 内 視 鏡 検 査 装 置 １ 内 に は 色 素 タ ン ク ９ が 色 素 を 保 存 す た め に 組 込 ま れ て い る 。 こ
の 色 素 は 組 織 に マ ー キ ン グ を 与 え る た め に 使 用 さ れ る 。 色 素 タ ン ク ９ は 動 作 管 路 １ ０ を 介
し て 流 出 口 １ １ に 接 続 さ れ て お り 、 こ の 流 出 口 １ １ を 介 し て 色 素 が 流 出 す る 。 動 作 管 路 １
０ に は 色 素 の 非 制 御 の 流 出 を 阻 止 す る 栓 １ ３ が 組 込 ま れ て い る 。 栓 １ ３ は 開 閉 操 作 可 能 で
あ り 、 従 っ て 動 作 管 路 １ ０ を 開 閉 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 外 側 か ら 個 別 に 駆 動 可 能 な 複 数 の 色 素 タ ン ク ９ を 内 視 鏡 検 査 装 置 １ 内 に 組 込 む こ
と が 可 能 で あ る 。 こ れ ら の 色 素 タ ン ク ９ は １ 回 ま た は 複 数 回 の 色 素 分 量 の 投 与 を 可 能 に す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 使 用 さ れ る 色 素 は 、 無 毒 の 色 素 、 も し く は 毒 質 が 適 切 な 割 合 で 臨 床 上 有 益 と な る よ う な
分 量 の 色 素 作 用 を 有 す る 色 素 で あ る 。 色 素 は 、 溶 液 、 乳 濁 液 、 懸 濁 液 あ る い は そ れ ら の 混
合 液 で あ っ て 、 内 部 表 面 も し く は と げ の 粘 膜 に 入 り 込 ん で そ こ で 少 な く と も 数 時 間 の 滞 留
時 間 を 有 す る 粒 子 か ら な る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 場 合 に 、 他 の 計 画 さ れ た 検 査 ま た は 手 術 に 応 じ て 、 色 素 と し て 異 な る 物 質 を 使 用 す
る こ と が で き る 。 こ れ は 、 例 え ば 紫 外 線 照 射 を 行 う と 可 視 範 囲 で 蛍 光 を 発 す る 蛍 光 色 素 で
あ る 。 こ れ に よ っ て 、 例 え ば 前 も っ て 内 視 鏡 検 査 装 置 に よ っ て 識 別 さ れ て マ ー カ を 付 け ら
れ た 病 巣 の 摘 出 の た め の 外 科 手 術 の 場 合 に 、 非 常 に 僅 か の 量 で も 卓 越 し た 可 視 度 が 可 能 で
あ る 。 別 の 可 能 性 は 、 画 像 形 成 法 に お い て 高 い コ ン ト ラ ス ト を 得 る 色 素 の 使 用 で あ り 、 こ
れ に は 、 例 え ば Ｘ 線 撮 影 用 ま た は 磁 気 共 鳴 撮 影 用 の Ｇ ｄ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ ま た は 鉄 粒 子 が 属 す る 。
更 に 、 色 素 は 、 簡 単 な セ ン サ に よ り 非 常 に 低 い 濃 度 に お い て 検 出 可 能 な 物 質 、 例 え ば 高 い
磁 化 率 μ を 有 す る 物 質 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 基 づ い て 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 １ の 実 施 例 を 説 明 す る 。 色 素 タ ン ク ９ ａ は 、 色 素
を 詰 め ら れ た 後 で は 機 械 的 に 圧 力 を 受 け て い る 伸 縮 可 能 な ゴ ム 膜 で あ る 。 栓 １ ３ は 圧 電 結
晶 １ ４ に よ っ て 開 閉 さ れ る 弁 １ ３ ａ で あ る 。 圧 電 結 晶 １ ４ は 電 圧 ま た は 電 圧 パ ル ス の 印 加
に よ っ て 収 縮 し 、 そ れ に よ り 弁 １ ３ ａ が 開 か れ 、 充 填 さ れ た 伸 縮 可 能 な ゴ ム 膜 ９ ａ の 圧 力
に よ っ て 色 素 が 動 作 管 路 １ ０ を 通 っ て 流 出 口 １ １ か ら 流 出 す る 。 圧 電 結 晶 １ ４ に 電 圧 が 印
加 さ れ な く な る と 、 圧 電 結 晶 １ ４ は 再 び 伸 張 し 、 弁 １ ３ ａ が 閉 じ ら れ 、 そ れ に よ っ て 色 素
が 止 め ら れ る 。 色 素 が 全 部 色 素 タ ン ク ９ ａ か ら 流 出 さ れ て い な い 場 合 、 新 た な 電 圧 パ ル ス
を 圧 電 結 晶 １ ４ に 印 加 す る こ と に よ っ て 更 な る 色 素 の 投 与 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に 示 さ れ た 第 ２ の 実 施 例 で は 、 色 素 タ ン ク ９ は 剛 性 の タ ン ク ９ ｂ か ら な り 、 こ の タ
ン ク ９ ｂ 内 に 弾 力 性 の 空 気 タ ン ク １ ５ が あ る 。 空 気 タ ン ク １ ５ は 弾 力 性 の あ る 被 膜 に よ っ
て 包 囲 さ れ て お り 、 過 圧 下 に あ り 、 そ れ に よ っ て 剛 性 の タ ン ク ９ ｂ 内 で そ の 中 に あ る 色 素
貯 蔵 部 に 圧 力 を 及 ぼ す 。 栓 １ ３ は 、 図 ２ に お け る よ う に 圧 電 結 晶 １ ４ を 介 し て 開 閉 さ れ る
弁 １ ３ ａ で あ る 。 圧 電 結 晶 が 収 縮 す る と 、 弁 １ ３ ａ が 開 き 、 剛 性 の タ ン ク ９ ｂ 内 で 弾 力 性
の 空 気 タ ン ク １ ５ に よ り 発 生 さ せ ら れ た 圧 力 に よ っ て 、 色 素 が 動 作 管 路 １ ０ を 通 っ て 流 出
口 １ １ を 介 し て 流 出 す る 。 圧 電 結 晶 １ ４ に 電 圧 が も は や 印 加 さ れ な く な る と 、 圧 電 結 晶 １
４ は 再 び 伸 張 し 、 弁 １ ３ ａ が 閉 じ ら れ 、 そ れ に よ っ て 色 素 が 止 め ら れ る 。 新 た に 電 圧 が 圧
電 結 晶 １ ４ に 印 加 さ れ る と 、 弁 １ ３ ａ が 新 た に 開 か れ 、 色 素 分 量 を 再 度 投 与 す る た め に 、
タ ン ク ９ ｂ か ら 色 素 の 更 な る 流 出 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に 示 さ れ た 第 ３ の 実 施 例 で は 、 色 素 タ ン ク ９ は 一 方 の 側 に 可 動 ピ ス ト ン １ ７ を 有 す
る 剛 性 の タ ン ク ９ ｃ で あ る 。 可 動 ピ ス ト ン １ ７ の 移 動 は ば ね １ ６ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 ば
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ね １ ６ が 圧 縮 さ れ た 状 態 に あ る と き は ピ ス ト ン １ ７ が 剛 性 の タ ン ク ９ ｃ の 縁 に あ り 、 ば ね
１ ６ が 伸 張 し た と き は 可 動 ピ ス ト ン １ ７ に 圧 力 が 作 用 し 、 そ れ に よ っ て ピ ス ト ン １ ７ が 色
素 を 含 ん で い る 剛 性 の タ ン ク ９ ｃ 内 へ 移 動 し 、 そ れ に よ り 色 素 を 押 し 出 す 。 初 期 状 態 で は
、 ば ね １ ６ は 圧 縮 さ れ た 状 態 に あ り 、 圧 電 結 晶 １ ４ に よ っ て 保 持 さ れ る 。 圧 電 結 晶 １ ４ へ
の 電 圧 ま た は 電 圧 パ ル ス の 印 加 後 に 、 圧 電 結 晶 １ ４ が 収 縮 し て ば ね １ ６ が 釈 放 さ れ 、 そ れ
に よ っ て ば ね １ ６ が 伸 張 し 、 可 動 ピ ス ト ン １ ７ に 圧 力 が 作 用 し 、 そ れ に よ り 剛 性 の タ ン ク
９ ｃ 内 に 含 ま れ て い る 色 素 に 作 用 す る 。 動 作 管 路 １ ０ に 組 込 ま れ た 栓 １ ３ は 圧 力 で 自 動 的
に 破 れ る 膜 １ ３ ｂ で あ る 。 従 っ て 、 ピ ス ト ン １ ７ の 送 り に よ っ て 圧 力 が 色 素 貯 蔵 部 に 作 用
す る と 、 膜 １ ３ ｂ が 破 れ て 色 素 が 流 出 す る 。 こ の 実 施 例 で は 各 色 素 タ ン ク ９ ｃ に つ い て は
１ 回 の 色 素 分 量 投 与 が 可 能 で 、 繰 り 返 し の 色 素 分 量 投 与 は 不 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 無 線 内 視 鏡 検 査 装 置 を 示 す 概 略 図
【 図 ２ 】 内 部 マ ー カ を 与 え る 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 概 略 図
【 図 ３ 】 内 部 マ ー カ を 与 え る 装 置 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 概 略 図
【 図 ４ 】 内 部 マ ー カ を 与 え る 装 置 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 　 　 　 内 視 鏡 検 査 装 置
　 ２ 　 　 　 　 内 視 鏡 検 査 装 置 の 容 器
　 ３ 　 　 　 　 磁 石 の 長 手 軸 線
　 ４ 　 　 　 　 永 久 磁 石
　 ５ 　 　 　 　 レ ン ズ
　 ６ 　 　 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ チ ッ プ
　 ７ 　 　 　 　 高 周 波 送 信 器 ／ 高 周 波 受 信 器
　 ８ 　 　 　 　 ア ン テ ナ
　 ９ 　 　 　 　 色 素 タ ン ク
　 ９ ａ 　 　 　 伸 縮 可 能 な ゴ ム 膜
　 ９ ｂ 　 　 　 剛 性 の タ ン ク
　 ９ ｃ 　 　 　 剛 性 の タ ン ク
１ ０ 　 　 　 　 動 作 管 路
１ １ 　 　 　 　 流 出 口
１ ２ 　 　 　 　 制 御 部
１ ３ 　 　 　 　 栓
１ ３ ａ 　 　 　 弁
１ ３ ｂ 　 　 　 膜
１ ４ 　 　 　 　 圧 電 結 晶
１ ５ 　 　 　 　 弾 力 性 の 空 気 タ ン ク
１ ６ 　 　 　 　 ば ね
１ ７ 　 　 　 　 可 動 ピ ス ト ン
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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FI分类号 A61B1/00.320.B A61B1/00.300.D A61B1/04.362.J A61B1/00.C A61B1/00.550 A61B1/00.610 A61B1/00.
680 A61B1/015

F-TERM分类号 4C061/CC06 4C061/HH51 4C061/JJ06 4C061/UU06 4C161/CC06 4C161/DD07 4C161/FF16 4C161
/HH51 4C161/JJ06 4C161/UU06

代理人(译) 山口岩

优先权 10317368 2003-04-15 DE

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为病变提供非侵入性或微创性标记，以在手术或以后进
行的检查中进行识别。 解决方案：高频发射器/高频接收器（7），用于
通过天线（8）发射和接收信号，并拍摄周围的各个图像，并使各个图像
通过高频发射器（7）。 在配备有用于发送到外部图像处理装置的装置
（5、6）的无线内窥镜装置中，经由高频发送器/高频接收器（7）来接
收控制单元（12）。 染料罐（9）存储染料，并且根据控制单元（12）
的控制命令，连接到染料罐（9）的出口（11）将染料给予组织。 。 [选
型图]图1
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https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033393789/publication/JP2004313784A?q=JP2004313784A

